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（（２２））【【実実践践事事例例】】愛愛媛媛県県ののああすすななろろ学学園園のの取取りり組組みみ  

～～子子どどももとと施施設設職職員員がが作作るる  『『ロロググノノーートト』』～～  

                  

児児童童養養護護施施設設  ああすすななろろ学学園園  田田畑畑一一郎郎  

  

愛 媛 県 で は 毎 年 、 県 内 の 児 童 養 護 施 設 の 高 校 生 た

ちの交流会を開催している。コロナ禍での高校生交流

会 の 在 り 方 を 検 討 す る 中 で 、 「 子 ど も の 語 り に 耳 を 傾

け、それをノート に残していく」ためのツールとして『ロ

グノート』（ ログ：履歴・ 記録、ノート：覚え書き）が作成

さ れ 、 そ れ を も と に 高 校 生 へ 『 ブ ッ ク （ 世 界 に 一 つ だ け

の あ な た へ の 本 ） 』 を “ ギ フ ト （ 贈 り 物 ） ” と し て 手 渡 す

ことを目的として実施された。  

 

取 り 組 むテ ー マ と し て は 、 「 幸 せ」 「 辛 さ 」 「 大切 」 「 成

長 」 と い っ た“現 在”に 焦 点 を 当 て た も の と 、 「 家 族 」

「 施 設 入 所 」 「 思 い 出 」 と い っ た “ 過 去 ” に 焦 点 を 当 て

た も の 、 そ し て 「 将 来 の 不 安 」 「 将 来 の 夢 や 希 望 」 と い

った“未来”に焦点を当てたものとに分けられ ている。  
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（（２２））【【実実践践事事例例】】愛愛媛媛県県ののああすすななろろ学学園園のの取取りり組組みみ  
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会 の 在 り 方 を 検 討 す る 中 で 、 「 子 ど も の 語 り に 耳 を 傾
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長 」 と い っ た“現 在”に 焦 点 を 当 て た も の と 、 「 家 族 」

「 施 設 入 所 」 「 思 い 出 」 と い っ た “ 過 去 ” に 焦 点 を 当 て

た も の 、 そ し て 「 将 来 の 不 安 」 「 将 来 の 夢 や 希 望 」 と い

った“未来”に焦点を当てたものとに分けられ ている。  
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取 り 組 み の 実 際 と し て は 、 Ｓ Ｎ Ｓ の ト ー ク

画面でのやりとりを模した形で、各テーマに

つ い て 自 分 な ら ど う 答 え る か を 、 高 校 生 一

人 ひ と り が 考 え て い く の だ が 、 ロ グ ノ ー ト に

は“伴奏者”として寄り添う職員の 姿勢や配

慮 点 も 記 さ れ て お り 、 高 校 生 と 一 緒 に そ れ

に 目 を 通 し な が ら 取 り 組 ん で い く こ と と な

る。  

 

こ う し て 完 成 し た 『 ブ ッ ク 』 に は 、 高 校 生

が見つめ直した“現在・過去・未来”が、とも

に 取 り 組 ん だ 職 員 か ら の メ ッ セ ー ジ と と も

に記され ている。  

こ の ギ フ ト が 、 こ れ か ら の 自 分 を 支 え る

“ 力 ” と な っ て く れ れ ば … と の 願 い を 込 め

て、高校生の手に渡される。  
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取 り 組 み の 実 際 と し て は 、 Ｓ Ｎ Ｓ の ト ー ク
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る。  

 

こ う し て 完 成 し た 『 ブ ッ ク 』 に は 、 高 校 生

が見つめ直した“現在・過去・未来”が、とも
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こ の ギ フ ト が 、 こ れ か ら の 自 分 を 支 え る
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て、高校生の手に渡される。  
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